
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光物性学に関する教科書の決定版！ 

日本物理学会、放射光学会の会長などを歴任し、光物性学の発展に貢献してきた著者が、講義

のために長年書き溜めたノートを一冊にまとめ上げた。近年の材料開発などには欠かせない、光

物性研究の基礎となる物質と電磁波の相互作用を圧巻のボリュームで解説する。必要な知識は

本書に網羅されており、加えて重要な式には背景を含めた解説もなされている。読み込むほど

に光物性学の知見が整理され、身に付けることができる。光物性学を学び、活用するすべての

研究者の座右の書となる。 

東京大学名誉教授 

石井 武比古 著 
 
量子科学技術研究開発機構上席研究員 

安居院 あかね 著 

A5 判・904 頁 定価（本体 15,000 円+税） ISBN：978-4-621-30431-0 

 

丸善創業 150 周年記念出版 

光物性学原論 
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丸善出版 

物質と電磁波の相互作用で物質の構造を知る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご予約・注文の際は本注文書をお近くの書店・生協へお持ち下さい。 

※ご注文をいただいた個人情報は、書店、取次（流通）・弊社間で商品手配の目的に利用させていただきます。 
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機能構造科学入門 
3D 活性サイトと物質デザイン 
  
大門 寛・佐々木 裕次 監修   
A5 判 178 頁 定価（本体 3,600 円+税） 
ISBN978-4-621-30060-2  
機能発現を担う構造をどう解明するか学ぶ。新材料などの開

発・研究に関わる方に最適な一冊となる。 

 冊 

光電子分光法は原子構造や電子の状態を調べ、物性を明らかにするツールとして広く使われており、物性物理の理解と新規

材料の開発の基盤となっている。真空技術の進展や、放射光をはじめとする新しい光源の開発が進んでおり、日進月歩の物質科

学において、ますます重要性を増している手法である。一方で、解析においては今まで見ることができなかったデータが、現在

では見えすぎるぐらいに見えているため、データ自体を目利きする必要がある。そのためには基本に立ち返ることが必要になる。 

 本書はこれから本格的に光電子分光法を使い始める若手研究者や学生が、光電子分光法の基本を学び、本手法を用いた解析

ができるようになることを目標に解説している。 

松井 文彦 （分子科学研究所主任研究員） 著 

大門 寛 （奈良先端科学技術大学院大学名誉教授） 著 
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光電子分光詳論 
基礎から学ぶ原子配列・電子構造 
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構造物性物理と X 線回折 
  
若林 裕助 著     
A5 判 290 頁 定価（本体 3,800 円+税） 
ISBN978-4-621-30195-1       
普通の物質の普通の性質を整理し、それらが構造の観点から

どのように観測できるかをまとめている。 


